
 

                            令和４年６月１６日 

 

 

第２６回参議院議員通常選挙における選挙啓発・イメージキャラクター 

 

 

 標記について、別添のとおり各種媒体等を活用し、関係機関、地方公共団体や（公

財）明るい選挙推進協会等と連携を図りながら、投票参加の呼びかけと選挙期日の

周知に加え、期日前投票など選挙人に必要な情報の周知を行うほか、投票所等にお

ける新型コロナウイルス感染症対策等についても併せて周知啓発をすることとしま

した。 

 

 

○選挙啓発のねらい 

今回の参議院議員通常選挙は、「生田絵梨花」さんと「市川猿之助」さんの２

名を選挙啓発のイメージキャラクターに起用し、若年層はもとより、幅広い世代

に投票参加を呼びかけ、有権者に親近感を感じてもらうことをねらいとしていま

す。 

キャッチコピー「投票する。一票は、私の声だから。」でメッセージを発信し、

投票参加への呼びかけを図ります。 

啓発の内容としては、新聞広告、ポスター、リーフレット、インターネット広

告、テレビＣＭ、交通広告などの活用のほか、イメージキャラクターが出演する

投票参加の呼びかけや投票所における感染症対策などのムービーの作成、総務省

特設ホームページにおける投票方法、候補者・政党情報等の情報提供等を行い、

より多くの有権者に投票いただけるよう努めることとしています。 

（別添資料参照） 

 
（連絡先） 

 総務省自治行政局選挙部管理課 

 選挙管理官 梶原 、係長 中南 

  Tel：03-5253-5574 Fax：03-5253-5575 
 

 



第２６回参議院議員通常選挙における選挙啓発について 
 

ポスター・リーフレット 

○ 市川猿之助さん、生田絵梨花さんの２名を起用したポスター・リーフレ

ットを作成し、地方公共団体のほか、大学、専修学校での掲示など効果的

に周知。 

         

総務省特設ホームページ 

○ 投票方法、選挙Ｑ＆Ａ及び投票所における新型コロナウイルス感染症対

策などを掲載 

○ 候補者や政党の選挙公報などの掲載ページへのリンクを掲載 

○ 市川猿之助さん、生田絵梨花さんによる「投票日周知」、「期日前投票周 

知」、「感染症対策周知」のムービーを掲載 

         

その他 

○ 新聞広告、インターネット広告、テレビＣＭ、電車内広告、サイネージ

広告、スーパーマーケット広告を実施 

○ 音声 CD、点字パンフレットを作成 

○ 船舶向けファクシミリ放送を実施 

○ 文部科学省を通じて、大学、専修学校等に対してポスター掲示などの協

力を依頼 

（ポスター・リーフレット表面） （リーフレット裏面） 

（投票日周知ムービー） （感染症対策周知ムービー） 



【選挙啓発ポスター・リーフレット（表⾯）】

投票する。⼀票は、私の声だから。

キャッチコピー

サンプル



【選挙啓発リーフレット（裏⾯）】

サンプル
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年 齢

令和元年７月２１日執行参議院議員通常選挙（選挙区）における年齢別投票率

注 全国の投票区の中から標準的な投票率を示す投票区を各都道府県の市区町村から計１８８投票区を抽出し、その平均を
求めたもの
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参議院議員通常選挙(地方区・選挙区)における投票率の推移

注１ 昭和４９年は投票時間が１時間延長され、午後７時までとなった。
注２ 昭和５５年及び昭和６１年は衆参同日選挙であった。
注３ 昭和５８年より拘束名簿式比例代表制が導入された。
注４ 平成１０年より、投票時間が２時間延長になり、午後８時までとなった。
注５ 平成１３年に比例代表制が非拘束名簿式に変更された。
注６ 平成１６年より、期日前投票制度が導入された。
注７ 平成２８年より、選挙権年齢が１８歳以上へと引下げられた。




